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Immunohistochemical localization of D-serine
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処理(10 mMクエン酸ナトリウム親衛披く田6.0), 120-C, 10 min)、内因性ベルオキシダー
ギ阻事のた馴こ、 3%払0月を含むメタノールで30分間処理した。一次抗体反応は工場D-Ab
(1 : 1000)を用いて2時間(皇汲)行い、二次抗体反応はⅩ腔を籍合させたヤギ抗ウサギI辞




(l : 1, 000)と.4℃で一晩反応させた。 PBSで洗浄後、 Alexa 594(1 : 500)と皇亀で一時間反応
させた。二重染色による細胞の同定のため、抗GFAP抗体(1:1,000)、抗NeuN抗体






































3 ) DSDは神権伝達物質であるD-セリンを分解し、 ・典奮性神鼓伝達を鋼帯する可能性がある。
本輸文は、新規Jトセリン分解酵素であるD-セリンデヒドラタ-ゼの細胞局在について新しい
知見を与えたものであり、最終拭験として論文内容に関連した林間を受け合格したので、博士
(医学)の学位輸文に催するものと細められた.
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